
當
麻
寺
西
塔
発
見
の
舎
利
容
器
に
つ
い
て

話題

当
館
学
芸
部
長

　内
藤

　栄

　
修
理
中
の
當
麻
寺
（
奈
良
県
葛
城
市
）
の
西

塔
（
図
１
）
か
ら
、
昨
年
七
月
、
金
・
銀
・
金

銅
の
三
重
の
舎
利
容
器
を
は
じ
め
、
舎
利
荘
厳

具
（
舎
利
を
飾
る
品
や
奉
納
品
）
が
発
見
さ
れ

た
。
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
心
柱
の
頂
上
、

ち
ょ
う
ど
水
煙
の
中
心
部
に
当
た
る
位
置
で

あ
っ
た
。
奈
良
国
立
博
物
館
は
修
理
を
担
当
し

た
奈
良
県
教
育
委
員
会
よ
り
調
査
を
依
頼
さ

れ
、
こ
の
う
ち
の
金
・
銀
・
金
銅
の
舎
利
容
器
を
飛
鳥
時
代
後
期
（
白
鳳
期
、
七
世
紀
後
半
〜
八
世

紀
初
頭
）
と
推
定
し
た
。
当
初
発
見
さ
れ
た
品
々
は
全
て
塔
に
戻
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
舎
利

容
器
は
白
鳳
期
に
さ
か
の
ぼ
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
た
め
、
舎
利
容
器
の
複
製
品
を
作
成
し
舎
利
を

納
め
て
塔
に
戻
す
こ
と
と
し
、
舎
利
容
器
の
原
品
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
し
て
、
広
く
一
般
に

公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
舎
利
容
器
以
外
の
品
は
多
く
が
後
世
の
追
納
品
で
あ
る
た

め
、
塔
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
三
重
の
容
器
の
う
ち
、
舎
利
を
直
接
納
め
る
の
が
金
製
舎
利
容
器

（
高
一
・
二
セ
ン
チ
、
図
２
）
で
あ
る
。
金
の
鍛
造
製
で
、
身
は
や

や
下
ぶ
く
れ
の
球
形
を
見
せ
、
薄
い
円
筒
形
の
蓋
を
の
せ
て
い
る
。

そ
の
形
は
、
崇
福
寺
址
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
塔
心
礎
か
ら
発
見
さ

れ
た
舎
利
容
器
（
国
宝
、
近
江
神
宮
所
蔵
）
の
金
蓋
碧
瑠
璃
壺
と
き

わ
め
て
近
い
。
崇
福
寺
は
六
六
八
年
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、
塔
の

建
立
も
そ
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
金
製
舎
利
容
器
も
同
時
期
の
作
と
考

え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
金
製
舎
利
容
器
は
、
銀
製
舎
利
容
器
（
高
三
・
一
セ
ン
チ
、
図

３
）
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
銀
の
鍛
造
製
で
、
球
形
の

身
に
薄
い
円
筒
形
の
蓋
を
の
せ
る
。
蓋
に
は
そ
ろ
ば
ん
玉
形
の
つ

ま
み
が
つ
く
。
こ
れ
と
近
似
し
た
形
の
作
品
に
、
葛
城
市
加
守
出

土
の
金
銅
骨
蔵
器
（
重
要
文
化
財
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
が

あ
る
。
出
土
地
は
二
上
山
東
麓
で
あ
り
、
當
麻
寺
か
ら
も
近
い
。

埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
不
明
だ
が
、
西
塔
の
舎
利
容
器
と
何
ら
か
の

つ
な
が
り
を
感
じ
る
。
な
お
、
火
葬
は
白
鳳
末
に
始
ま
っ
て
お

り
、
金
銅
骨
蔵
器
も
そ
の
頃
に
置
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
一
番
外
側
の
容
器
が
金
銅
製
舎
利
容
器
（
高
九
・
〇
六
セ
ン

チ
、
図
４
）
で
あ
る
。
や
や
押
し
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
球
形
で
、
鋳

造
後
に
ろ
く
ろ
で
形
を
整
え
、
金
メ
ッ
キ
を
施
し
て
い
る
。
径
の

一
番
大
き
な
と
こ
ろ
を
合
口
と
し
て
い
る
が
、
蓋
の
上
部
に
は
容

器
の
蓋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
円
形
の
段
が
あ
る
。
銀
製
舎
利
容
器
を

入
れ
る
に
し
て
は
大
き
く
、
お
そ
ら
く
様
々
な
奉
納
品
も
あ
わ
せ

て
こ
の
中
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
當
麻
寺
が
現
在
の
地
に
建
立
さ
れ
た
の
は
、
六
八
一
年
と
伝
え

ら
れ
る
。
実
際
、
當
麻
寺
は
金
堂
の
弥
勒
仏
坐
像
、
四
天
王
像
、

梵
鐘
な
ど
白
鳳
期
の
作
品
を
伝
え
て
い
る
。
當
麻
寺
の
歴
史
を
考
え
れ
ば
、
白
鳳
期
に
さ
か
の
ぼ
る

舎
利
容
器
が
伝
わ
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
問
題
は
西
塔
の
建
立
が
平
安
時
代
前
期
と
考
え

ら
れ
る
点
で
あ
る
。
西
塔
が
建
つ
場
所
か
ら
は
白
鳳
瓦
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
以
前
よ
り
こ
こ
に
前

身
塔
が
存
在
し
た
と
い
う
説
が
あ
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
説
が
見
直
さ
れ
よ
う
。

　
白
鳳
期
に
は
数
多
く
の
塔
が
建
立
さ
れ
、
舎
利
が
納
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
こ
の
時
期
の
舎

利
容
器
の
作
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
當
麻
寺
西
塔
の
舎
利
容
器
は
金
・
銀
・
銅
の
三
重
が
揃
い
、

し
か
も
土
中
し
な
か
っ
た
た
め
状
態
が
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。
古
代
仏
教
美
術
史
に
新
た
な
一

ペ
ー
ジ
を
飾
る
作
品
で
あ
る
。

◆
舎
利
容
器
（
図
２
〜
４
）
は
、
西
新
館
名
品
展
「
珠
玉
の
仏
教
美
術
」
に
て
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
14
日
に
展
示
。

図
２
　
金
製
舎
利
容
器（
當
麻
寺
西
塔
発
見
）

図
１
　
西
塔

図
３
　
銀
製
舎
利
容
器（
當
麻
寺
西
塔
発
見
）

図
４
　
金
銅
製
舎
利
容
器（
當
麻
寺
西
塔
発
見
）
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